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 昭 35 年発表、翌年芥川賞受賞。 

作者夫婦それぞれの暗い生い立ちを背景にした恋愛私小説。事実は小説より奇なり 

を地で行った二人が結ばれる物語。 

 恋愛のストーリィ自体は貧乏学生と小料理屋の女の単純なものである。しかし、 

これまでの日本の私小説が背負ってきた暗さ、せつなさが少なく、澄明なすがすが

しさに貫かれたところがいいとの意見が多かった。 

 文章も綺麗で、構成が良かったとの評判だった。川端康成の透明な文章を思い起

こしたという意見も。 

 それにしても芥川賞選考委員のすごいこと。 

井伏、中村（光）、瀧井、石川、佐藤（春）、丹羽、永井（龍）、川端、井上（靖）、 

舟橋、宇野（浩）。文藝春秋（菊池寛）の影響力の大きいこと。 


